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10月24日（日）と25日（月）の両日、ウエルフェア土岐
で「第22回土岐市福祉の日」の催しが行われ、24日は
福祉まつりでにぎわいました。
また、25日には社会福祉大会と老人福祉大会が開催

され、日ごろ福祉活動にご尽力いただいた方々に対して、
表彰が行われました。
表彰された方々は、次の通りです。＜敬称略＞

●社会福祉協議会長特別表彰
コスモス会（青年学級）　細川久仁子（土岐津町）
土岐保護区保護司会　金津保（泉町）
土岐市赤十字奉仕団　小村照美（鶴里町）、中島秀子（曽
木町）、中嶋りつ子（同）、水野つや子（同）、鵜飼静子（駄
知町）、伊納智惠子（肥田町）、楓すよ子（同）、成瀬美惠
子（同）、酒井香奈枝（泉町）、清水久美子（同）、纐纈幸子
（同）、筒井公子（同）、中村美智子（同）、志田カズ子（同）
和可葉会（長唄）　吉村千賀子（泉町）
●社会福祉協議会長表彰
土岐市赤十字奉仕団　土本廣子（土岐津町）、加藤ます子
（同）、土本和子（同）、奥村逸子（同）、林佳子（同）、水野
早苗（下石町）、水野晴子（同）、藤田愛子（同）、天野貞子
（同）、各務富恵（同）、熊谷赫子（妻木町）、鵜飼すみ江
（同）、水野みどり（同）、吉村紀代子（同）、石川洋美（同）、
稲垣斗喜子（鶴里町）、佐分利和代（同）、小木曽千春（同）、
中根まゆみ（同）、和田さよ子（曽木町）、伊藤明生（同）、
水野桂子（同）、木股文惠（肥田町）、奥村せつよ（泉町）、

◆日時　12月９日（木）午前10時～午後３時
◆場所　文化プラザ・展示室

各事業所では公正な採用選考による就職の機会均等に
取り組みましょう。

松本トシ子（同）、春田幸子（同）
オールドフレンドボランティア　加藤一枝（駄知町）
土岐尺八愛好会　井野太郎久（下石町）
ボランティア団体　土岐尺八愛好会
●社会福祉協議会長感謝
土岐市図書館読みきかせの会、土岐地区更生保護女性

会、財団法人　田口福寿会
※そのほか、104人の方々に感謝状が贈られました。

●優良会員会長表彰
伊藤久美子（土岐津町）、加藤貞江（同）、小島雪子（同）、
永井信子（同）、小澤英治（同）、長江昭三（下石町）、倉地
精吾（同）、熊崎史郎（同）、横井みつ子（妻木町）、林文子
（同）、仙石稔（同）、林和義（鶴里町）、水野順次（肥田町）、
奥村操（同）、小林夏男（同）
●余技作品展優秀作品表彰
◆市長賞　奥村隆司（妻木町）
◆市議会議長賞　青木勇（土岐津町）
◆老人クラブ連合会長賞　纐纈巳利（肥田町）
◆社会福祉協議会長賞　平手幸子（下石町）
◆福祉事務所長賞　伊佐治清一（泉町）
◆優秀賞　土本皓子（土岐津町）、土本晋平（下石町）、長
江武彦（鶴里町）、井波トヨ（駄知町）、野澤道三（泉町）
◆努力賞　林昌宏（妻木町）、安藤ちゑ子（曽木町）、佐野
清子（駄知町）、林田加夫（肥田町）、武市充子（泉町）

～　考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心　～みんなで築こう　人権の世紀

12月4日～10日は人権週間
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　●　女性の人権を守ろう
　●　子どもの人権を守ろう
　●　高齢者を大切にする心を育てよう
　●　障がいのある人の完全参加と平等を実現しよう
　●　部落差別をなくそう
　●　アイヌの人々に対する理解を深めよう
　●　外国人の人権を尊重しよう
　●　ＨＩＶ感染者やハンセン病患者などに対する偏見をなくそう
　●　刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
　●　犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
　●　インターネットを悪用した人権侵害はやめよう
　●　ホームレスに対する偏見をなくそう
　●　性的指向を理由とする差別をなくそう
　●　性同一性障害を理由とする差別をなくそう
　●　北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
　●　人身取引をなくそう

法務省と全国人権擁護委員連合会では、国際連合に
おいて世界人権宣言が採択された12月10日の「人権
デー」を最終日とする一週間を「人権週間」と定め、
人権尊重思想のより一層の普及高揚を目的として啓発
活動に努めています。
人権は、私たちが幸福な生活を営むために必要な固

有の権利であり、日本国憲法によって、すべての国民
に保障されています。私たちは、基本的人権をお互い
に尊重し合うとともに、大切に守り育てていかなけれ
ばなりません。

特設人権相談所のご案内

12月10日は人権デー

「福祉の日」で功労者を表彰

土岐市社会福祉大会
土岐市老人福祉大会


